
に
つ
い
て

，
同
意
し
た
。

二
、
肱
川
町
へ

、
助
役
選
任
に
つ
い
て

助
役

ら
れ
[鵞憲

例
の
~

育
所
~
｀
 
．
 
．
 

部
改
正
~
ヽ奢

．
 

六
月
二
十
九
日
オ
ニ
回
肱
川
町
~

議
会
を
招
集
さ
れ
次
の
議
案
を
そ
れ
[

ぞ

れ

の

通

り

可

決

し

た

。

, 例

，町

会1

発行

肱川

TB L{  
28 

996 

r
-―

―
ー
＿
―
-
—
＿
―
―
-
-
―
―
―
―
―
_
-
＿
-
]
―
-
『

-
-
i
-

一
―
『
-
三
ニ
―
-
―
-
—

-
1
.

課
号n) 
2
 

国

は

私

ち

の

｀ヽ．．

給
⑳
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セプ チ てジしはぐ止布め倒す和 反状 を欲あ る多 し八八間袋
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ば
か
り
で
な
く
、
ご
近
所

の
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
も
入
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
電
気
器
具
や

自
動
車
等
の
エ
ン
ジ
ン
に
雑
音
防

止
器
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
機
械
が
故
障
し
て
雑
音
を
出
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
は

危
険
で
も
あ
り
、
ま
た
機
械
の
寿

命
に
も
影
響
し
ま
す
か
ら
早
く

理
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
0
)

雑
音
防
止
器
の
取
り
付
け
は
"
~

雑
音
で
森
困
り
の
方
、

器
の
取
り
付
け

よ
り
の
ラ
ジ

相
談
く
だ
さ
い
。

経
費
は
単
車
で
は
一
に
つ
き
約

ーニ
0
円
、
自
動
車
で
は
一
台
に

つ
苔
約
六

0
0円
、
螢
光
灯
で
は

一
灯
に
つ
き
約
一
八

0
円
、
テ
レ

ビ
で
は
一
台
に
つ
喜
五

0
0円
i

一
五

r
'
そ
の
他
の
機

器
も

0
0
0円
程
度


